
ス
ト
ー
フ
ン
。

博
覧
会
で
の
出
店
は
、
北
ブ

ロ
ッ
ク
の
飲
食
店
ゾ
ー
ン
で
約

百
席
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
オ
ラ
ン

ダ
特
産
の
チ
ー
ズ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
料
理
を
提

供
し
、
内
装
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

葬
一
テ
ー
マ
と
し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
も
オ
ラ
ン
ダ
の
民
族
衣
裳
と

オ
ラ
ン
ダ
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
に

す
る
計
画
。

シ
ン
エ
ー
フ
ー
ヅ
で
は
、
こ

の
第
一
号
店
の
様
子
を
み
て
、

フ
ァ
イ
ブ
・
フ
ラ
イ
ズ
の
名
で

日
本
で
の
レ
ス
ト
ラ
ン
展
開
を

す
る
予
定
。

★
ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
に
向
け
て

有
馬
に
新
ホ
テ
ル
完
成

有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
経

営
す
る
株
式
会
社
中
の
坊
（
梶

木
雅
夫
社
長
）
が
、
ポ
ー
ト
ピ

ア
皿
に
向
け
て
新
ホ
テ
ル
「
中

の
坊
瑞
苑
」
を
新
築
、
十
月
六

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ベ
ー
ジ

ュ
色
の
壁
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

あ
い
さ
つ
。

こ
の
落
成
式
を
起
点
に
〃
花

と
緑
い
っ
ぱ
い
運
動
″
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
い
つ
も
花
と
緑
に
囲
ま
れ

た
心
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
心

掛
け
、
周
辺
地
域
の
公
園
整
備

等
の
公
共
団
体
へ
の
寄
付
を
と

お
し
て
緑
化
推
進
の
一
助
に
し

た
い
ｌ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

協
力
を
打
ち
出
し
た
あ
た
り
さ

す
が
だ
。

☆
シ
ン
エ
ー
フ
ー
ヅ
が
提
携

オ
ラ
ン
ダ
料
理
店
を
展
開

シ
ン
エ
ー
フ
ー
ヅ
㈱
は
、
オ

ラ
ン
ダ
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ
ァ
イ
ブ
・
フ

ラ
イ
ズ
」
と
提
携
し
、
来
春
の

ポ
ー
ト
ピ
ア
切
に
そ
の
第
一
号

店
を
出
店
す
る
。

フ
ァ
イ
ブ
・
フ
ラ
イ
ズ
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
・
ク
ラ
ス
ナ
ポ
ル
ス
キ

ー
の
他
、
世
界
各
地
に
ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
を
有
す
る
ク
ラ
ス

ナ
ポ
ル
ス
キ
ー
グ
ル
ー
プ
に
属

し
、
一
六
二
七
年
に
設
立
、
三

五
○
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
し

実
績
を
あ
げ
る
南
ビ
ル
八
南
塞
ロ

社
長
Ｖ
が
、
八
月
二
十
三
日
、

神
戸
外
大
に
近
い
六
甲
山
麗
に

〃
六
甲
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
高
羽

（
灘
区
桜
ケ
丘
町
旭
番
妬
）
一

一
七
戸
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
〃

を
建
設
し
た
。

南
社
長
は
「
こ
の
落
成
は
色

々
な
難
関
を
踏
み
越
え
て
出
来

上
が
っ
た
の
で
喜
び
も
ひ
と
し

お
だ
。
何
よ
り
も
桜
ケ
丘
は
縄

文
時
代
の
遺
物
が
出
て
き
た
り

工
事
が
何
度
と
な
く
中
断
さ
れ

た
の
で
感
無
量
。
私
の
住
い
も

最
上
階
に
い
た
し
ま
し
た
」
と

宮里順子さん（2 2 ）
＜兵庫信用金庫神戸支店＞

高校卒業後すぐに今の職場に入り、もう５年
目。当廊宿令の窓口業務が担当だが、「数ある
金融機関の中から当金庫を選んで来てくださる
お客様」にいつも笑顔で応対。ニューミュージ
ックが好きで、松山千春みたいな男性が好きと
いう。趣味も豊富で、スキー、テニスはもちろ
ん、休日には須磨海岸でローラースケートを楽
しむという当世風のお嬢さん。結婚しても仕事
を続けたいが相手にもよりますね、という。

☆
六
甲
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
高
羽

緑
の
桜
ケ
丘
に
落
成

〃
夢
の
あ
る
住
い
〃
を
当

海
辺
に
、
山
麗
に
と
パ
レ
ス
シ

リ
ー
ズ
の
建
設
分
譲
に
着
々
と

鱗宙浄 錘

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

南社長を囲んで

鑑鮭翠弾白隷

ム
を
採
用
し
た
８
階
建
の
建
物

で
、
延
一
万
五
七
二
平
米
、
客

室
数
弘
と
い
う
規
模
で
、
「
神

戸
を
訪
れ
た
人
に
喜
ん
で
帰
っ

て
い
た
だ
く
」
よ
う
設
備
に
も

工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

梶木雅夫社長

5１

料
理
は
京
風
関
西
割
烹
、
ロ

ピ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
茶
席
が
設

け
ら
れ
、
お
薄
の
サ
ー
ビ
ス
。

Ｖ
Ｉ
Ｐ
用
の
貴
賓
室
な
ど
も
備

え
た
や
や
高
級
志
向
・
純
和
風

の
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

北
区
有
馬
町
晒
奮
叩
ｌ
Ｏ
７
８
１

☆
神
戸
Ｊ
Ｃ
新
理
事
長
に

塚
本
哲
夫
氏
が
内
定

神
戸
青
年
会
躍
所
の
来
年
度
理
事
長
に

六
甲
パ
タ
ー
副
社
長
の
塚
本
哲
夫
氏
が
内

定
し
た
。
塚
本
氏
は
、
三
十
九
年
関
学
大

商
学
部
卒
業
後
同
社
に
入
社
。
五
十
四
年

三
月
に
副
社
長
就
任
。
同
十
二
月
六
甲
フ

ー
ズ
社
長
を
兼
務
。
三
十
八
歳
。

霞

☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆
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の
通
路
は
六
コ
ー
ス
に
分
け
、
最
前
列

は
幼
児
、
身
障
者
用
の
コ
ー
ス
と
し
、

各
コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
二
十
琴
の
段
差
を

つ
け
る
が
、
見
学
時
間
は
そ
れ
で
も
約

十
分
間
の
見
込
み
。

食
事
は
竹
を
主
食
に
、
さ
と
う
き
び

や
果
物
で
、
一
月
四
回
。
一
頭
に
つ
き

約
十
談
、
約
一
万
五
千
円
の
食
費
。
こ

の
パ
ン
ダ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
、
さ
と

う
き
び
二
少
分
が
、
奄
美
出
身
の
木
田

伊
佐
雄
さ
ん
、
喜
界
島
出
身
の
長
岡
茂

治
さ
ん
ら
か
ら
無
償
提
供
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
。
さ
と
う
き
び
は
奄
美
周
辺

の
特
産
で
、
中
国
・
福
建
省
か
ら
渡
っ

て
き
た
も
の
。
二
人
は
「
日
中
友
好
と

博
覧
会
の
成
功
に
一
役
買
え
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

☆
パ
ン
ダ
の
見
学
約
十
分
間

パ
ン
ダ
舎
と
飼
育
方
法
決
ま
る

中
国
・
天
津
市
か
ら
や
っ
て
く
る
パ

ン
ダ
一
一
頭
、
ロ
ン
ロ
ン
と
サ
イ
サ
イ
が

住
む
パ
ン
ダ
舎
と
そ
の
飼
育
方
法
が
決

ま
っ
た
。

☆
明
治
の
神
戸
を
再
現
す
る

異
人
館
通
り
が
博
覧
会
場
に

パ
ビ
リ
オ
ン
が
建
ち
並
ぶ
東
会
場
と

中
国
館
や
サ
ー
カ
ス
場
な
ど
が
あ
る
西

会
場
と
を
結
ぶ
百
六
十
五
価
の
通
路
は

「
異
人
館
通
り
」
と
名
づ
け
て
明
治
時

代
の
神
戸
の
街
な
み
を
再
現
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
当
初
は
「
ふ
る
さ
と
モ
ー

ル
」
と
し
て
計
画
し
て
い
た
も
の
で
、

よ
り
神
戸
ら
し
く
と
い
う
こ
と
で
、
ハ

ッ
サ
ム
邸
、
う
ろ
こ
の
家
、
風
見
鶏
の

館
な
ど
の
異
人
館
や
明
治
時
代
の
商
家

異人館のほかに明治の商家を再現する異人館通り

パ
ン
ダ
舎
は
、
博
覧
会
会
場
の
南
西

部
、
南
公
園
球
技
場
に
建
設
さ
れ
、
屋

外
運
動
場
、
屋
内
運
動
場
、
寝
室
な
ど

の
設
備
。
飼
育
は
天
津
動
物
園
と
似
た

環
境
に
す
る
た
め
、
空
調
に
ガ
ス
冷
房

を
採
用
し
、
園
舎
周
辺
に
竹
ヤ
ブ
を
め

ぐ
ら
し
、
屋
外
運
動
場
に
は
高
さ
十
届

の
ユ
リ
ノ
キ
や
芝
生
を
植
え
た
り
遊
具

を
設
置
し
た
り
す
る
。
ま
た
大
勢
の
観

客
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
園
舎
の
周
囲

5２

茄一ﾄ瞳ｱ'８１

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
（
昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
日
’
九
月
十
五
日
開
催
）

豪
邸
パ
ン
ダ
舎
、
飼
育
計
画
も
整
う

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
情
報

パンダ舎完成予想図

☆
そ
ご
う
が
全
国
九
カ
店
で

ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
を
Ｐ
Ｒ

そ
ご
う
百
貨
店
で
は
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ

皿
全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

八
月
一
・
日
’
五
Ｒ
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
と

神
戸
兵
庫
の
観
光
物
産
展
」
を
そ
ご
う

蕊鍵
を
建
て
、
外
来
文
化
と
伝
統
的
風
俗
と

が
混
在
し
た
独
特
の
神
戸
文
化
の
源
流

を
見
せ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物

は
食
堂
や
売
店
に
利
用
、
食
堂
十
一
店

と
売
店
九
店
が
で
き
る
。
さ
ら
に
雰
囲

気
を
出
す
た
め
に
、
和
田
岬
の
旧
灯
台

や
時
代
考
証
に
基
づ
く
衣
裳
や
小
道
具

を
も
っ
た
警
察
官
や
大
道
芸
人
な
ど
が

登
場
す
る
。
九
月
中
旬
に
建
設
が
始
ま

る
。
総
工
費
約
四
億
円
。
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鍵鍵：
涯ｉ

☆
博
覧
会
会
場
か
ら
Ｃ
Ｑ
、
Ｃ
Ｑ

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
館
が
出
展

会
員
数
約
十
二
万
人
を
も
つ
（
社
）
日

本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
が
「
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
館
」
を
出
展
す
る
。
パ
ビ
リ

オ
ン
は
、
会
場
内
北
側
中
央
部
広
場
内

に
海
運
用
コ
ン
テ
ナ
型
の
ユ
ニ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
を
二
個
結
合
し
て
建
設
。
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
に
関
す
る
各
種
の
展
示
の
ほ

か
特
別
ア
マ
チ
ュ
ア
局
を
開
設
し
て
内

外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
と
の
記
念
交

信
を
行
な
う
計
画
で
、
現
在
す
で
に
ス

・
ヘ
イ
ン
の
カ
ル
ロ
ス
国
王
、
ア
メ
リ
カ

の
マ
イ
ャ
ー
元
駐
日
大
使
ら
と
の
記
念

交
信
を
行
な
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
海
外
局
と
の
交
信
に
は
、
博
覧
会

の
意
義
、
友
好
親
善
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
記
載
し
た
記
念
Ｑ
Ｓ
Ｌ
カ
ー
ド
を

送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
店
で
開
催
。
同
企
画
を
来
年
三
月

ま
で
か
け
て
全
国
の
そ
ご
う
九
カ
店
で

展
開
す
る
。
パ
ネ
ル
や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
使
っ

て
の
神
戸
の
観
光
コ
ー
ナ
ー
や
、
神
戸

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
帆
船
コ

ー
ナ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅲ

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
パ
ビ
リ
オ
ン
の
パ

ネ
ル
や
模
型
な
ど
を
展
示
、
「
国
際
都

市
神
戸
で
開
か
れ
る
博
覧
会
」
「
人
口

島
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
る
博

覧
会
」
「
万
博
に
次
ぐ
大
規
模
な
博
覧

会
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
そ
ご
う
神
戸

店
で
は
十
一
月
十
四
日
’
十
九
日
に
開

蕊議溌蕊ＰＯＲＴＯＰＩＡＰＥＯＰＬＥ

癖
雑
一

こ
れ
を
基
礎
に
し
て
、
船
の
部
品
な

ど
、
主
に
鉄
を
素
材
に
し
た
高
さ
約

七
腕
、
長
さ
約
十
一
勝
、
重
さ
約
二

十
少
と
巨
大
な
作
品
が
出
来
る
わ
け

だ
が
、
榎
さ
ん
は
「
若
い
う
ち
に
大

き
な
も
の
を
作
っ
て
お
き
た
い
。
い

い
機
会
で
す
」
と
張
り
切
っ
て
お
り

今
か
ら
そ
の
迫
力
が
う
か
が
え
る
。

な
お
テ
ー
マ
館
の
展
示
部
門
は
榎

さ
ん
の
他
、
山
口
勝
弘
氏
、
今
井
祝

雄
氏
、
福
野
輝
郎
氏
、
木
村
光
佑
氏

ら
十
一
人
が
参
加
す
る
予
定
。

鍵
蕊 『鍵

戦
｝

態

# 群

( 千葉そごうにて）

木
造
住
宅
で
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
使
っ
た
各
社

の
工
法
紹
介
、
住
宅
関
連
書
籍
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
資

金
相
談
な
ど
、
住
ま
い
づ
く
り
の
情
報

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

瞳車の台車を前に構想をねる複忠さん

ポートピアガールズが案内しての観光物産展

5３

☆
テ
ー
マ
館
、
巨
大
な
展
示
作
品
に

張
り
切
る
榎
忠
さ
ん

博
覧
会
協
会
が
出
展
す
る
テ
ー
マ
館

の
展
示
作
品
の
ひ
と
つ
、
造
型
作
家
の

榎
忠
さ
ん
が
制
作
す
る
作
品
の
土
台
と

な
る
電
車
の
台
車
が
、
去
る
八
月
二
十

五
日
、
建
設
中
の
現
場
に
運
び
込
ま
れ

た
。
こ
の
台
車
は
七
月
ま
で
阪
急
今
津

線
を
走
っ
て
い
た
も
の
で
、
高
さ
一
一
・

六
僻
、
長
さ
五
・
三
脳
、
重
さ
四
・
五

少
も
あ
り
、
パ
ビ
リ
オ
ン
完
成
後
で
は

搬
入
で
き
な
い
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

未
来
の
住
宅
公
園
オ
ー
プ
ン

約
六
千
戸
、
二
万
人
が
住
む
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
に
、
時
代
の
要
請
す
る
新

し
い
住
ま
い
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

神
戸
市
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
総
合
住
宅

公
園
が
去
る
八
月
二
十
三
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
中
央

部
に
あ
た
る
生
田
区
港
島
中
町
四
丁
目

の
約
二
千
二
百
坪
の
敷
地
に
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
住
宅
志
向
と
も
い
う
べ

き
中
高
層
モ
デ
ル
ル
ー
ム
三
棟
八
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
住
宅
、
東
急
不
動
産
、
日
本
住
宅
公

団
Ｖ
、
将
来
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案

す
る
二
厘
煙
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
八
棟
八
旭

化
成
ホ
ー
ム
ズ
、
エ
ヌ
ケ
ー
ホ
ー
ム
、
ク
ポ
タ
ハ

ウ
ス
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
、
大
和
ハ
ウ
ス
、
ミ
サ
ワ

ホ
ー
ム
Ｖ
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ

ス
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
来
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
開
場
の
予
定
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
は
、

神
戸
の
姉
妹
都
市
シ
ア
ト
ル
か
ら
日
本

に
初
め
て
き
た
ア
メ
リ
カ
ン
サ
イ
ズ
の

催
さ
れ
る
。
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鑑
王
子
動
物
園

若人のナイトスボット
今、昨日の夢をすてるとき…
ＥｎｊｏｙｙｏｕｒＬｏｎｌｙｔｉｍｅ

神戸市灘区倉石通４丁目１－１８バリユーライフ倉石１Ｆ
ＴＥＬ（078）801-78 0 0
１０: 0 0 A M～1 1 : 0 O P M無休

☆１１：0 0 まで営業しています☆

ゲﾗﾀ鯖赤>600円
(グラタン、サラダ､コーヒー｡『紅茶･ ｢コーラー）

ピザトースト3 5 0 円
コーヒー、紅茶各2 5 0 円

『 ｺｰ…j○ﾘFUL
至
石
屋
川

》
ン
ヨ
イ
フ
ル

5４

竺竺Ｆ
水道筋商店街

。
｜ハ

イ
坐
ン

バス停水道筋６丁' 三至三宮

手つり総i品

オノリジナルの手作り陶芸品は､ 家庭で楽しん
だり､ 贈物に最適です。

ハンドバッグ､ アクセサリー＆工芸品

イクシマヤ
元町一丁目ＴＥＬ３３１雪2 4 1 5 . 6
1 0 A M ～６言3 0 剛水曜定休日
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口
小
原
流
家
元
会
館
の
屋
上
庭
園
で

心
な
一
」
む
夏
の
集
い

胃
の
含
雨
若
の
全

話題のひろば

＜Ｉ＞

5５

左卜は中西勝夫妻・米花稔・服部正夫妻／右上は小融良平画伯を囲んで／中左は藤本義一夫妻、川野・田辺聖子夫
妻を囲んで／中右は竹中郁、杉山平一氏ら／左下はパーボンクラブのメンバー／右下は松本宏、増田正和、元永定
正夫妻に新谷英子、斉藤智さんら。

夏
に
な
る
と
お
待
ち
か
ね
の
京
阪
神

間
に
住
む
文
化
人
の
集
い
「
８
の
会
」

と
「
８
若
の
会
」
が
、
御
影
は
九
重
坂

の
小
原
流
家
元
会
館
の
み
ど
り
と
夜
景

が
美
し
い
屋
上
庭
園
で
、
サ
ン
ト
リ
ー

の
生
ビ
ー
ル
と
洋
酒
片
手
に
、
心
な
ど

む
集
い
が
開
か
れ
る
。

今
年
は
八
月
十
六
日
十
七
日
の
二
日

間
に
約
六
○
○
人
近
い
人
々
が
集
っ
た

冷
夏
の
宵
は
、
時
々
小
さ
な
夕
立
ち

が
見
舞
っ
て
し
っ
と
り
と
し
た
風
情
。

竹
中
郁
氏
の
音
頭
で
物
故
会
員
の
冥
福

を
祈
る
。
井
上
覚
造
、
鎌
田
糸
平
、
深

山
龍
洞
、
天
津
乙
女
、
茂
木
草
介
氏
ら

関
西
の
色
濃
い
文
化
人
の
他
界
が
惜
し

ま
れ
る
。

小
磯
良
平
、
白
川
渥
、
足
立
巻
一
、

津
高
和
一
、
田
辺
聖
子
、
川
野
純
夫
、

中
西
勝
。
咲
子
夫
妻
、
楢
崎
四
郎
、
米

花
稔
、
元
永
定
正
・
悦
子
夫
妻
、
杉
山

平
一
、
服
部
正
。
清
美
夫
妻
、
新
谷
誘

紀
夫
妻
、
戸
塚
敏
、
吉
田
稔
郎
、
落
合

重
信
、
白
髪
一
雄
、
丸
本
耕
、
村
上
三

郎
、
増
田
正
和
氏
ら
約
四
○
○
人
が

「
８
の
会
」
に
集
い
、
「
８
若
の
会
」

に
は
石
阪
春
生
、
松
本
宏
、
松
本
幸
三

西
正
興
、
新
井
満
、
新
谷
英
子
、
斎
藤

智
、
松
井
高
男
、
重
森
守
、
犬
童
徹
、

宮
田
達
夫
、
中
西
省
吾
、
鈴
木
正
幸
さ

ん
ら
約
二
○
○
人
が
集
い
、
世
話
役
の

藤
本
義
一
さ
ん
は
大
忙
が
し
。
藤
本
さ

ん
の
「
ス
コ
ー
ル
ノ
．
」
の
声
の
大
き
さ

に
さ
す
が
年
季
と
感
心
。
そ
し
て
ご
苦

労
さ
ま
と
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
。

鞠
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明石でとれる旬の魚と
家庭的な雰囲気が自慢

明石浦漁協・林崎漁協仲買｢ 魚郷｣ 直営の
店ですから鮮度は抜群。お値段も格安で
安心して召し上がっていただけます。
昼定食( １１時～１時半) 6 5 0 円。ふぐ料理も。
営業時間1 1 時～1 0 時（火曜休）駐車場完備。

躍瀞霊躍瀞霊

蝿曲"

やきとり
かしわ水
弁慶鍋…
うどんす
すきやき
石鍋…
しやぶし
カニすき
魚でr き…

( １本
煮｡ …，
Q 凸■ｎｅｅ●●

き･･･｡．
■q ■■ B ■■■

やぶ｡．

﹇
ぬ
野

駒

昼定食. . . . . .…5 0 0円
§煩調理..‘,.･･･,280円ト
ー慰糎････.'...800円より
テーブル料理P･･3万円よ1１

●
●
●
●
。
●
●
●
②

弁 慶
5６
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厩
窪
兵
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庄
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寿司･ 割烹

神戸市東灘反仲害町中島4 1 8 - 6 壷0 7 8 ( 8 1 1 ) ０９３０
●水産部｢魚郷J盃0 7 8 ( 8 2 2 ) 2 1 1 6明石浦魚協内金0 7 8 ( 9 1 2 ) 1 7 7 1 (呼）

本場中国囚川料理の店です。

ご家族づれより３５( > 名梯までの和室･ 個室･ 大要会埋完備Ｉ

j v W W 恥R 期？
〈マンダリンパｌ

三宮･ 生田新道ピル4 ｂ５ＦＴＥ
正午から営案を致して．

議計製食････…5CO円
･･･‘．．‘･･280円年
･'･'･･･‘'800円より
料理‘,･3万円刈

味自慢／たれ自慢／焼とりと鍋物の店です
ご家族づれより1 0 0 名梅の大小ご宴会承りますｂ

午後

ユとＬＥＪしＯｒ

－２８８１
を致しており ます

鰯
●やきとり（１本〕
●かしわ水煮……
●弁醒鋼…‘･ ……．
●うどんすき- - . …
●すきやき………
●石銅‘………．．
●しや尽くしやぶ…
●カーすき………
●魚すき．…- ……。
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円
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円
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ロ
上
島
卵
誹
、
会
長
、
社
長
就
任
パ
ー
テ
ィ

成
熟
企
業
め
ざ
す

上
島
達
司
新
社
長

１１iｌ

5７

蕊

上／上島忠雄新会長
下／上島違司新社長

話題のひろば

くⅡ＞

癒
少

痔
感
一

上／氷の彫刻「コーヒー館」を飾った会場
下／コーヒー館のコンパニオンにインタビューをする司会の高橋圭三さん

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
本
社
で
は
、
上
島

忠
雄
社
長
、
上
島
達
司
副
社
長
が
そ
れ

ぞ
れ
会
長
、
社
長
に
就
任
。
そ
の
披
露

パ
ー
テ
ィ
が
、
去
る
８
月
即
日
、
大
阪

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
来
春
開

か
れ
る
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
に
出
展
す
る
コ

ー
ヒ
ー
館
を
形
ど
っ
た
氷
の
大
彫
刻
が

飾
ら
れ
た
会
場
は
、
財
界
、
政
界
、
コ

ー
ヒ
ー
業
界
な
ど
、
約
一
二
○
○
人
の

お
祝
い
客
で
熱
気
が
い
っ
ぱ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
一
筋
訓
年
、
ヨ
ー
ヒ
ー
は

私
の
生
命
で
す
／
」
と
語
る
上
島
忠
雄

新
会
長
は
、
先
頃
発
足
し
た
（
社
）
全
日

本
コ
ー
ヒ
ー
協
会
の
初
代
会
長
に
就
任

し
て
、
ま
だ
ま
だ
意
気
盛
ん
だ
が
「
新

社
長
に
は
卯
点
の
点
数
を
つ
け
ま
す
。

も
う
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
も
い
い
で
し

ょ
う
」
と
交
代
の
弁
。
こ
れ
に
答
え
て

上
島
達
司
新
社
長
は
「
成
長
企
業
体
質

か
ら
成
熟
企
業
体
質
に
切
り
替
え
て
い

く
と
と
も
に
、
コ
ー
ヒ
ー
を
生
活
文
化

の
媒
体
と
な
る
商
品
に
育
て
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

安
倍
晋
太
郎
氏
八
衆
議
院
議
員
Ｖ
、
中

内
功
氏
ハ
ダ
ィ
ェ
ー
社
長
Ｖ
藤
田
田
氏
八
日

本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
社
長
Ｖ
ら
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
砂
田
重
民
氏
八
衆
議
院
議
員
Ｖ
の
音

頭
に
よ
り
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
で
乾
杯
。
そ

し
て
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
に
出
展
す
る
コ
ー

ヒ
ー
館
の
コ
ン
パ
ー
ー
オ
ン
超
人
を
紹
介

し
た
あ
と
、
森
下
泰
氏
八
参
議
院
議
員
Ｖ

が
、
日
本
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
か
ら
世
界
の
Ｕ
Ｃ

Ｃ
を
目
指
せ
と
の
期
待
を
込
め
て
の
万

歳
三
唱
で
会
を
閉
じ
た
。

脚
慰
‘
￥

:璃謬騨謬?屈
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竹
田
洋
太
郎
〈
エ
ッ
セ
ィ
ズ
ト
〉
水
谷
頴
介
建
築
家
〉
有
井
基
痢
戸
錨
州
細
〉

小
山
乃
里
子
〈
タ
レ
ン
ト
〉
赤
尾
兜
子
俳
人
〉

ｌ
蒜
‐
ト
ピ
ァ
剛
を
来
春
に
迎
え
て

神
戸
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
何

よ
り
楽
し
み
な
の
は
〃
神
戸
の
味
″
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
神
戸
の
う
ま
い

物
の
特
色
に
つ
い
て
一
言
ず
つ
お
願
い

し
ま
す
。

竹
田
全
国
の
ど
こ
の
街
へ
行
っ
て
も

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
所
の
〃
う
ま
い
物
″

の
自
慢
を
聞
か
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で

も
神
戸
の
魅
力
は
街
の
規
模
の
わ
り
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
べ
物
屋
さ
ん

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
東
京
に
行

港
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
は
う
ま
い
も
ん
天
国

木
綿
の
よ
う
な
味
だ

手
づ
ど
点
り
の

神
戸
の
う
ま
い
も
ん
は

●
神
戸
う
ま
い
も
ん
の

魅
力
を
語
る

と
あ
れ
こ
れ
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
考
え
ま

す
。
友
達
を
連
れ
て
行
く
時
で
も
、
お

肉
な
ら
あ
そ
こ
、
中
華
だ
っ
た
ら
こ
こ

と
か
、
い
ろ
い
ろ
思
い
浮
か
び
ま
す
ね
。

決
め
て
い
っ
た
お
店
が
満
員
で
も
、
ま

た
コ
ロ
ッ
と
頭
を
変
え
れ
る
良
さ
が
神

戸
に
は
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
大
阪
だ

と
、
行
っ
た
と
こ
ろ
が
満
員
な
ら
、
も

う
お
手
上
げ
で
す
ね
。
神
戸
に
は
、
歩

い
て
行
け
る
範
囲
に
お
店
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
が
便
利
な
と
こ
ろ
。
東
京
か
ら

来
た
人
で
も
満
足
し
て
帰
っ
て
い
き
ま

す
ね
。

有
井
僕
は
飲
む
方
な
の
で
食
通
と
い

う
よ
り
は
食
不
通
（
笑
）
だ
が
、
た
ま

た
ま
新
聞
の
日
曜
版
で
「
味
を
さ
ぐ
る
」

と
い
う
欄
を
担
当
し
て
、
そ
れ
か
ら
神

特
集
／
座
談
会

け
ぱ
も
ち
ろ
ん
い
ろ
ん
な
店
が
あ
る
け

れ
ど
、
こ
れ
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
。

人
口
馴
万
か
ら
叩
万
の
規
模
の
都
市
と

し
て
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
も

う
一
つ
の
魅
力
は
、
適
当
な
値
段
で
食

べ
ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
い
く
ら
う
ま

い
物
と
い
っ
て
も
、
高
い
物
で
は
仕
方

が
な
い
。

小
山
私
は
仕
事
が
大
阪
な
の
で
、
ど

う
し
て
も
あ
ち
ら
で
食
べ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
何
日
も
続
く
と

〃
何
か
お
い
し
い
物
を
食
べ
た
い
な
″

と
神
戸
の
味
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。
私

の
場
合
は
一
人
暮
ら
し
で
す
か
ら
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、
今
週
は
こ
ん

な
も
の
が
足
り
な
い
か
ら
あ
そ
こ
へ
行

こ
う
、
そ
の
次
は
こ
ち
ら
へ
行
こ
う
、

１
５８
１
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家
庭
的
な
雰
囲
気
が
魅
力

神
戸
っ
子
は

広
東
料
理
が
お
好
き

戸
の
味
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
た
。
取

材
で
Ｋ
Ｆ
Ｒ
（
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
料

理
人
協
会
）
の
人
と
話
し
て
い
て
「
素

材
と
素
材
と
の
仲
人
が
我
々
な
ん
だ
」

と
い
う
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
・
リ
ョ
ン
の

山
崎
良
平
さ
ん
の
言
葉
を
聞
い
た
が
、

神
戸
は
山
の
幸
、
海
の
幸
と
揃
っ
て
い

て
素
材
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

一
例
で
す
が
、
あ
る
海
鮮
料
理
の
お
店

で
神
戸
と
東
京
で
同
じ
物
を
食
べ
た

が
、
ど
う
も
味
が
ち
が
う
。
同
じ
料
理

人
、
同
じ
生
賛
の
魚
で
ど
う
し
て
ち
が

う
の
か
な
、
と
思
う
と
水
の
せ
い
な
ん

で
す
ね
。
神
戸
の
水
の
良
さ
は
有
名
だ

か
ら
。

赤
尾
神
戸
の
味
と
い
う
の
は
、
手
づ

く
り
の
木
綿
の
よ
う
な
味
な
ん
で
す
。

神
戸
は
街
と
し
て
そ
れ
程
大
き
く
な
い

か
ら
、
か
え
っ
て
手
づ
く
り
の
お
も
し

ろ
い
味
覚
が
育
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
マ

ン
モ
ス
化
し
て
し
ま
う
と
、
サ
ー
ビ
ス

や
ら
味
や
ら
手
が
抜
け
お
ち
て
し
ま
う

か
ら
ね
。
大
通
り
で
な
く
、
ち
ょ
っ
と

入
り
こ
ん
だ
所
に
楽
し
い
店
が
多
い
。

そ
れ
を
探
し
て
い
く
の
が
、
ま
た
楽
し

い
ん
だ
ね
。

水
谷
大
阪
で
も
東
京
で
も
食
べ
物
屋

さ
ん
が
ビ
ジ
ネ
ス
本
位
で
す
ね
。
街
の

中
心
に
行
か
な
け
れ
ば
お
い
し
い
店
が

な
い
。
神
戸
の
場
合
は
、
も
っ
と
庶
民

の
生
活
に
密
着
し
て
い
て
、
す
ぐ
隣
り

が
住
宅
地
の
よ
う
な
所
に
あ
る
の
が
よ

い
で
す
ね
。
大
阪
だ
と
神
戸
の
よ
う
に

歩
い
て
い
け
る
と
こ
ろ
に
店
が
あ
る
と

蕊
ｌ
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
神
戸
の
食
べ

物
の
中
で
も
特
に
推
奨
に
値
す
る
も
の

と
い
う
と
？

水
谷
う
ま
い
物
は
多
い
が
、
そ
の
中

で
何
が
神
戸
の
代
表
的
な
味
か
と
い
う

と
僕
は
中
華
料
理
だ
と
思
う
。
最
近
は

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
い
い
店
が
増
え
て

い
る
。
横
浜
の
中
華
街
と
か
長
崎
や
福

岡
の
よ
り
上
だ
ね
。
そ
の
次
は
、
や
っ

ぱ
り
お
肉
で
す
ね
。
値
段
を
度
外
視
す

る
と
東
京
に
も
良
い
店
が
あ
る
が
、
神

戸
肉
は
レ
ベ
ル
が
高
い
。
朝
鮮
料
理
に

な
る
と
、
ど
う
も
大
阪
の
迫
力
に
負
け

ま
す
ね
。
お
魚
も
鯛
は
う
ま
い
が
、
他

の
も
の
は
料
理
の
技
法
は
上
手
で
も
素

材
と
し
て
下
関
な
ど
に
勝
て
な
い
で
し

ょ
う
ね
。

竹
田
中
華
料
理
の
中
で
も
日
本
人
に

合
う
の
は
広
東
料
理
。
世
界
的
に
は
四

竹田洋太郎さん

ｒＴ訴粘もＴｄ

驚難欝
騨鑑封

水谷願介さん

鍵
鶏
鶴
鱗
鋳

蝋ｉ
鏑騨爵蕊灘

蕊

い
う
よ
う
に
い
か
な
い
か
ら
、
わ
ざ
わ

ざ
タ
ク
シ
ー
に
の
る
か
、
ホ
テ
ル
で
食

事
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
余
談
だ
け
ど
、
神
戸
で
ホ
テ
ル
を

経
営
す
る
人
は
大
変
だ
な
と
思
う
。
神

戸
に
来
て
ホ
テ
ル
で
食
事
を
す
る
と
い

う
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
な
。
気

楽
に
町
の
中
で
食
事
を
楽
し
み
、
ホ
テ

ル
は
泊
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
神
戸
の

感
覚
だ
か
ら
ね
。

§

赤尾兜子さん

鰯

甥

蔦

有井基さん
蕊

小山乃里子さん
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高
だ
と
思
う
。
そ
れ
も
、
特
別
に
高
い

も
の
で
な
く
て
、
普
通
の
お
肉
が
お
い

し
い
と
い
う
意
味
で
ね
。
神
戸
肉
の
評

判
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
手
ご
ろ
な

値
段
で
お
い
し
い
肉
を
扱
う
肉
屋
が
た

く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
。

有
井
肉
屋
さ
ん
も
そ
う
だ
し
、
料
理

人
も
肉
の
調
理
を
よ
く
心
得
て
い
る

よ
。
神
戸
っ
子
は
昔
か
ら
肉
の
味
を
よ

く
知
っ
て
い
る
し
、
安
い
店
を
探
す
の

も
上
手
だ
か
ら
、
料
理
人
に
と
っ
て
刺

激
が
多
い
。
同
じ
値
段
の
も
の
を
食
べ

比
べ
る
と
、
神
戸
と
よ
そ
で
は
決
定
的

に
ち
が
い
ま
す
。

竹
田
神
戸
に
は
昔
か
ら
肉
を
扱
う
業

者
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
か
ら
肉

料
理
の
こ
と
で
言
え
ば
、
た
だ
い
い
材

料
を
仕
入
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は

駄
目
な
ん
で
す
ね
。
牛
肉
を
よ
く
知
っ

て
い
る
料
理
人
が
い
る
か
ど
う
か
が
勝

負
な
ん
で
す
。
お
肉
に
は
食
べ
ご
ろ
と

い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
間
違
え
な

け
れ
ば
冷
凍
肉
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
い
い
お
肉
を
い
い

料
理
人
が
扱
う
の
が
最
高
で
す
。
神
戸

に
は
、
さ
す
が
に
推
奨
す
る
に
足
る
店

が
多
い
で
す
よ
。

小
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
お
じ
さ
ん
な
ん

か
肉
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
る
も
ん
ね

い
い
材
料
が
入
っ
た
日
に
行
く
と
、
そ

れ
を
勧
め
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
あ
ん

な
の
が
嬉
し
い
ね
。

赤
尾
神
戸
肉
と
い
っ
て
も
純
粋
の
但

馬
肉
だ
け
で
は
も
う
需
要
に
追
い
っ
か

川
料
理
と
上
海
料
理
が
大
は
や
り
だ
が

日
本
人
に
は
四
川
料
理
は
あ
わ
な
い
よ

う
だ
。
大
阪
に
は
昔
か
ら
山
東
省
の
北

の
料
理
が
多
い
が
、
神
戸
は
広
東
料
理

と
台
湾
料
理
が
多
い
。
ど
こ
の
店
と
い

わ
ず
、
全
体
に
水
準
が
高
い
で
す
ね
。

赤
尾
気
候
的
に
合
っ
て
い
る
ん
で
し

ょ
う
ね
。
広
東
料
理
と
い
う
の
は
、
揚

子
江
以
南
の
地
域
で
風
土
が
乾
燥
し
て

い
る
関
係
か
ら
汁
も
の
が
多
い
。
北
京

料
理
は
揚
げ
物
が
多
く
、
四
川
料
理
は

香
辛
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
ま
す
。
神

戸
は
中
国
の
南
の
方
か
ら
来
ら
れ
た
華

僑
の
人
が
多
い
関
係
で
、
広
東
料
理
が

お
い
し
い
で
す
ね
。
中
国
人
が
経
営
し

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
本
国
の
人

が
食
べ
に
行
き
ま
す
か
ら
、
手
を
抜
い

た
も
の
は
作
れ
な
い
。
こ
れ
は
他
の
国

の
料
理
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
す

が
ね
。

小
山
こ
の
店
な
ら
こ
れ
、
と
い
う
の

が
あ
っ
て
ね
。
神
戸
元
町
別
舘
牡
丹
園

の
焼
そ
ば
な
ん
て
、
青
菜
が
一
杯
は
い

っ
て
い
て
焼
ぷ
た
が
う
ま
く
て
よ
く
食

べ
ま
し
た
ね
（
笑
）
。

ｌ
神
戸
と
い
う
と
但
馬
肉
、
ス
テ
‐

キ
の
お
い
し
い
所
と
い
う
の
が
昔
か
ら

定
着
し
て
い
ま
す
が
。

水
谷
僕
も
牛
肉
は
神
戸
の
も
の
が
最

神
戸
ス
テ
ー
キ
の

う
ま
さ
の
秘
密
は

肉
に
詳
し
い
コ
ッ
ク
さ
ん

港
町
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
は

世
界
の
料
理
が

息
づ
い
て
い
る

な
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
け
ど
、
や
っ

ぱ
り
神
戸
に
来
る
人
は
神
戸
ス
テ
ー
キ

に
憧
れ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
神
戸
肉
の

レ
ベ
ル
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
と

せ
っ
か
く
神
戸
に
来
た
の
だ
っ
た
ら
、

多
少
値
が
は
っ
て
も
奮
発
し
て
お
い
し

い
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
て
い
か
れ
る
よ
う

ぜ
ひ
、
す
す
め
た
い
で
す
ね
。

ｌ
神
戸
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
多

彩
に
揃
っ
た
各
国
の
料
理
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
。

赤
尾
僕
も
あ
ち
こ
ち
と
外
国
を
回
っ

て
世
界
中
の
食
物
を
味
わ
い
ま
し
た
が

神
戸
の
も
の
は
本
国
に
比
べ
て
遜
色
な

い
で
す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
何
し

ろ
フ
ル
コ
ー
ス
の
量
が
多
す
ぎ
て
全
部

食
べ
き
れ
な
い
。
日
本
人
と
西
洋
の
人

と
で
は
胃
袋
の
容
量
が
ち
が
い
ま
す
か

ら
ね
。
そ
れ
に
食
事
に
対
す
る
時
間
感

覚
も
。
む
こ
う
で
は
２
時
間
も
３
時
間

も
か
け
ま
す
か
ら
。
そ
の
点
は
、
神
戸

の
お
店
の
方
が
日
本
人
に
は
向
き
だ
。

神
戸
の
街
の
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
見

て
も
、
海
外
に
目
を
開
い
て
き
た
国
際

都
市
だ
け
あ
っ
て
、
世
界
の
料
理
が
街

の
中
に
息
づ
い
て
い
る
。

竹
田
何
と
い
っ
て
も
、
神
戸
に
は
各

国
の
料
理
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
揃
っ

’
6０
１
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て
い
る
。
「
神
戸
っ
子
」
の
特
集
を
見

て
も
よ
く
わ
か
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
、

イ
タ
リ
ア
料
理
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
、
イ

ン
ド
料
理
、
地
中
海
料
理
な
ど
挙
げ
き

れ
な
い
く
ら
い
揃
っ
て
い
る
。

有
井
昔
か
ら
有
名
な
伝
統
あ
る
店
も

健
在
だ
し
、
新
し
く
次
々
と
特
色
あ
る

お
店
も
で
き
て
き
た
し
ね
。

小
山
講
釈
の
多
い
お
じ
さ
ん
の
い
る

店
も
あ
る
け
れ
ど
ね
（
笑
）
。
ま
あ
、

そ
う
い
う
お
店
の
主
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
こ
と
も
、
神
戸
の

よ
さ
で
し
ょ
う
ね
。

竹
田
来
年
は
ポ
ー
ト
ピ
ア
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
僕
は
万
博
の
時
に
は
論
説
委

員
を
し
て
い
た
関
係
で
８
回
も
足
を
運

ん
だ
け
ど
展
示
会
場
に
は
あ
ま
り
行
か

な
い
で
、
も
っ
ぱ
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
回
り

を
し
て
い
た
。
い
つ
も
最
後
は
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
館
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
大
騒
ぎ
を

し
て
ね
（
笑
）
・
ポ
ー
ト
ピ
ア
で
も
各
国

の
料
理
が
出
店
を
や
る
よ
う
な
の
で
、

こ
れ
が
一
つ
の
楽
し
み
で
す
。
神
戸
の

味
に
ま
た
良
い
刺
激
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
ね
。

水
谷
僕
は
思
う
け
ど
、
神
戸
は
ぜ
ひ

屋
台
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
ね
。
変
に

小
ぎ
れ
い
に
す
る
よ
り
活
気
の
あ
る
街

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。
新
神
戸
駅
の

前
の
川
く
り
に
夕
方
に
な
る
と
ズ
ラ
リ

と
屋
台
が
並
ん
だ
ら
、
き
れ
い
だ
と
思

う
ね
。
そ
こ
で
世
界
の
食
品
雑
貨
を
売

る
商
店
街
を
つ
く
っ
た
ら
、
神
戸
ら
し

く
て
い
い
と
思
う
な
あ
。

ｌ
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
し
ま
し
た
が
、

神
戸
の
場
合
、
一
軒
一
軒
の
食
べ
物
屋

さ
ん
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
街
全
体
の
雰

囲
気
も
神
戸
の
味
覚
を
盛
り
た
て
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

赤
尾
最
近
は
異
人
館
め
ぐ
り
の
女
性

が
多
い
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
人
気
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
神
戸

の
街
に
は
他
に
な
い
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム

が
あ
る
。
建
物
も
シ
ャ
レ
て
い
る
し
、

神
戸
の
地
形
と
歴
史
の
も
つ
独
特
な
も

の
だ
。
若
い
人
に
は
簡
単
な
外
国
旅
行

の
気
分
が
味
わ
え
る
。
横
浜
も
外
国
に

開
け
た
港
町
だ
が
、
山
が
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
街
の
美
し
さ
と
食
べ
物

の
魅
力
が
く
っ
つ
い
て
い
る
。

有
井
よ
そ
の
土
地
か
ら
来
た
人
を
案

内
す
る
場
合
、
僕
な
ど
は
や
っ
ぱ
り
北

野
ク
ラ
ブ
と
か
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

み
た
い
に
、
景
色
の
よ
く
見
え
る
所
へ

連
れ
て
行
く
こ
と
が
多
い
ね
。
神
戸
の

夜
景
を
見
わ
た
し
な
が
ら
食
事
が
で
き

る
と
い
う
の
は
喜
ば
れ
ま
す
よ
。
そ
れ

で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
説
明
し
な
が
ら
、
そ

れ
で
は
明
日
は
六
甲
山
で
も
登
ろ
う
か

な
ん
て
言
っ
て
ね
。

小
山
眺
め
の
よ
さ
も
味
の
う
ち
で
す

よ
ね
（
笑
）
。
ポ
ー
ト
ピ
ア
側
に
向
け

て
胎
動
し
て
い
る
神
戸
港
を
目
前
に
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
船
旅
気
分
で
海
の

幸
を
味
わ
う
、
な
ん
て
の
が
最
高
ね
。

あ
と
は
や
っ
ぱ
り
三
宮
か
ら
北
野
、
ト

ァ
ロ
ー
ド
、
元
町
と
ぶ
ら
ぷ
ら
歩
き
ま

わ
り
な
が
ら
、
気
に
入
り
の
店
を
の
ぞ

く
楽
し
さ
。
神
戸
と
い
う
の
は
コ
ン
パ

ク
ト
な
街
で
、
と
て
も
歩
く
の
に
適
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。
私
な
ん
か
、
い
つ

も
お
腹
を
す
か
せ
て
ウ
ロ
ウ
ロ
、
お
い

し
い
物
を
探
し
て
歩
い
て
る
ん
で
す
。

水
谷
雰
囲
気
と
い
う
こ
と
で
は
、
眺

め
の
よ
さ
も
あ
る
け
れ
ど
、
僕
の
強
調

し
た
い
の
は
人
間
く
さ
さ
と
か
生
活
感

の
あ
る
店
が
多
い
こ
と
だ
。
最
初
に
言

っ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
生

活
の
延
長
の
場
に
食
物
屋
さ
ん
が
あ
る

の
が
一
番
よ
い
こ
と
で
す
。
市
場
の
近

く
に
美
味
し
い
寿
司
屋
が
あ
る
と
か
、

う
ど
ん
屋
が
あ
る
と
か
。
外
食
産
業
な

ん
て
言
葉
が
あ
る
け
ど
、
本
来
食
べ
物

は
人
間
の
つ
く
る
物
だ
し
、
そ
う
い
う

生
活
と
の
つ
な
が
り
で
成
り
立
つ
も
の

な
ん
だ
。
店
の
規
模
に
し
て
も
、
ご
主

人
が
自
分
で
市
場
か
ら
仕
入
れ
て
、
手

で
運
ん
で
き
て
、
そ
れ
で
一
日
ま
か
な

え
る
く
ら
い
の
規
模
が
一
番
よ
い
。

竹
田
神
戸
に
古
く
か
ら
あ
る
店
は
、

そ
の
へ
ん
を
よ
く
心
得
て
い
る
ね
。
〃
食

べ
る
″
と
い
う
こ
と
は
大
げ
さ
に
言
え

ば
一
つ
の
文
化
だ
し
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ

か
ら
、
そ
の
街
の
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
だ
。
食
べ
る
方
の
側
も
大
い
に
知
恵

を
発
揮
し
て
う
ま
い
物
を
食
べ
て
ほ
し

い
ね
。
（
竹
葉
亭
に
て
）

人
間
く
さ
さ
と

生
活
感
の
溢
れ
た
街
の

生
活
文
化
を
探
険
し
よ
う

１
６１
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神
戸
市
生
田
区
元
町
通
一
丁
目
二
四

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
・
○
七
五
五
㈹
１
七

･ 神戸元町で生まれた美味。 去
る
狗とんかつ

一〔‘．

ｔ
い
か

●
ビ
ー
フ
（
神
戸
肉
）
か
つ

●
ビ
ー
フ
パ
タ
ー
焼

，
口
Ｉ
ル
か
つ
定
食

●
チ
ー
ズ
か
つ
定
食

，
ヘ
レ
か
つ
定
食

⑤
ロ
ー
ス
か
つ
定
食

。
海
老
か
つ
定
食

⑧
か
き
フ
ラ
イ 》

て
》
外

溌
餅
憲
篭
雌
糊
鍔
沼

爾添、三画
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善
ＨＬｈ

ル1Ｆ･２

ステーキならステーキランドK O B E へ…

〔

グ．ループで、ご家族お揃いで
本格派ステーキを手頃なお値段で
お楽しみいただけます。
、ご宴会、パーティのご予約を承っております。

（お１人様3 , 0 0 0円から2 5名様まで可）
．Ｓ､ ＬＫスープ( 肉と野菜入り) ……￥４２０
・車海老のバター焼き……………￥1 , 2 8 0
。Ｓ, ＬＫ, サーロインステーキ……￥2 , 8 0 0
・特選神戸肉ステーキ．. …………･ ￥3 , 8 0 0
。Ｄディナー…･ …･ …．。…………．｡ ￥４，８００
（オードブル､ 角. 神戸肉ステーキ. デザート･ コーヒー）( オードブル､ 魚･ 神戸肉ステーキ･ デザート･ コーヒ

・膿判へ夢赫
（西口

神戸市生田区北長狭通1 丁目2 1 番地7 ／宮迫ビル1 Ｆ～２Ｆ
阪急三宮西口山側／冠３３２－１７８７㈹

１１：Ｏ０ＡＭ－１０：ＯＯＰＭ
姉妹店…ステーキランド山崎公3 9 1 - 3 3 3 5

スデーキデンドＫＯｍ１】
至神戸H H 十Ｉ阪急三宮’十H 十至大阪

6３ 》《

カナ多溺勤らやづてきた
日本のピザｼ ﾖ ﾂプ

ピザのタネ“ドウ”が宙に舞う
これがパテオのピザのヒケツ

お好みの具をのせて

１

．
頭
。
．
、

５４０円から……

元町１番街云３３１－９３７８ＡN 1 1 ~ P M 9 無休
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